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戦国期の内堀を発見！

　鎌倉時代後期（１３世紀末頃）に慶
きょう えん

円によって開かれたと伝わる浄土真宗の寺院
です。徳川家康を苦しめた三河一向一揆（１５６３年）では一揆方の拠点となりまし
た。二重の堀（内堀・外堀）と土塁に囲まれ、城郭寺院とも呼ばれます。平成27
年に国史跡に指定されました。市では、本證寺境内の保存、整備、活用に向け
た調査を行っており、令和２年度に20回目の調査を行いました。

特集３

令 和 ２ 年 度 発 掘 調 査 結 果

　内堀の北西角を調査した結果、深さ４ｍ、幅4.4ｍ以上
と今までの調査の中で最も深い堀を確認しました。この内
堀は、底面から出土した遺物（１５００年代中期）から、戦国期
のものであると考えられます。今まで調査した内堀は全て
江戸時代のものだったため、初めての発見となりました。
この堀は「薬

や
研
げん
堀」（下記参照）と呼ばれ、断面がＶ字型にな

っています。戦国期に合戦が繰り広げられていた、石山本
願寺（大阪市）、山科本願寺（京都市）でも見つかっています。

　市内では、250カ所を超える遺跡が確認されています。
　令和２年度に行った発掘調査12件、試掘・確認調査25件のうち、２件の調査結果を紹介します。

発見１
（調査区３）

本證寺境内（野寺町）

　堀とは外敵の侵入を防
ぐために掘られた溝のこ
とです。堀の断面がV字
型になっているものを薬
研堀といいます。堀の底
が狭くなっているため、
身動きがとりづらいのが
特徴です。薬研（漢方等
を粉末化するための道
具）に形状が似ているた
め、そう呼ばれるように
なりました。

今回の発掘で、本證寺の堀がこれまで想定
していたより強固なものと判明した意義は
大きいです。薬研堀は、堀に入った敵が自
由に動けず守りの機能が高かった。深さが
４ｍにも達した本證寺の堀は、厳しい実戦
に備えてつくられたことが分かります。本
證寺の境内の形成過程を考
える上で重要な成果である
といえます。

城郭考古学者 奈良大学教授
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堀ってなに？

向こうに
行けない！

動きにくい！
登れない！

専門家にお聞きしました

堀の中から新たに見つかった内堀

速報！安城の遺跡から

■令和２年度調査区
■堀（現存）
■堀（戦国期推定）

■堀（一部戦国期～江戸時代推定）
■土塁（推定・現存）
■道路（江戸時代後期～近代推定）

撮影：畠中和久
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問▶文化振興課（☎〈77〉4477）

　遺跡は、安城で暮らした私達の祖先の歩みを
記憶した、かけがえのない歴史遺産です。市で
は、開発等でやむを得ず破壊される遺跡につい
て、法律に基づき事前に発掘調査をしています。
住宅建設等の開発工事を行う計画があれば、文
化振興課までお知らせください。

　今回紹介した調査結果等は埋
蔵文化財センターで展示してい
ます。調査や展示品を紹介する
パンフレットも配布しています
ので、ぜひご覧ください。
▶展示日時
㈫～㈰午前９時～午後５時（月曜日が祝日の場合は開館）
※年末年始を除く。

　江戸時代（寛政年間１789～１8０１
年）の本證寺伽

が
藍
らん
絵図には、境

内南西の外堀と内堀が合流する
様子が描かれています。調査の
結果、絵図のとおりに外堀と内
堀が合流しており、江戸時代に
戦国期からある外堀を削って内
堀が掘られていたことが明らかになりました。江戸時代の
絵図が忠実に描かれていたことがわかります。

　今回の調査では、碗皿類を中心として鍋、すり鉢等、江戸時代後期から
明治時代の陶磁器がまとまって出土しました。江戸時代は陶磁器の種類が
多様になり、暮らしの中に浸透していった時代で、現代に近い生活の様子
が伺えます。祈祷貝塚では、江戸時代後期から明治時代の層２カ所から集
中して貝類（アサリ、ハマグリ等）が見つかりました。また、わずかに魚骨
も見つかり、遺跡周辺で生きた人々の食生活の一端が分かりました。

江戸時代後期～明治時代の陶磁器が出土！発見

　調査区１2の外堀から、戦国期の瀬戸・美濃地方
で作られた高級陶器とともに中国製の青磁腕（明
時代１５世紀末～１６世紀初頭）が出土しました。本
證寺では、過去に中国製白磁小皿の小片が出土し
ていますが、生産された時期がわかる中国青磁の
出土は初めてです。当時の本證寺の姿を知る上で
貴重な資料となりました。

　祈祷貝塚は、油ヶ淵東岸の碧海
台地南東部に位置し、かつて縄文
時代の遺物が採集されたといわれ
ています。個人住宅の建設に伴い、
発掘調査を行いました。
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貝塚（東端町）

発見２
（調査区12）

江戸時代の絵図は
忠実に描かれていた！

文化振興課からのお願いとお知らせ

●家を建てる際はご一報を

●調査成果の展示

外堀と内堀の合流地点

文化財係 河村紀孝（学芸員）

瀬戸・美濃産高級碗皿類と中国製青磁碗（右端）

出土した貝類と魚骨 出土した陶磁器

現在の本堂を囲む外堀と内堀は江戸時代から
あるものです。しかし戦国期には、ほぼ同じ
位置に外堀は確認されているものの、本堂を
囲む内堀は見つかっていません。戦国期の

本證寺はどのような姿だったのか、今
後更なる調査が必要です！

発見３
（調査区12）
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時代の中国青磁が
出土！


